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平成２７年８月２５日 

報道関係各位 

 

 

日本大学・松本大学  

第１０回合同ゼミナール 2015 のご案内 

 
向秋の候、貴社ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。日頃は大変お世話になって

おります。 

さて、日本大学法学部高橋雅夫ゼミと松本大学観光ホスピタリティ学科増尾均・白戸洋ゼミ等

の合同ゼミナールが下記の日程で行われます。合同ゼミは今年で１０回目となり、東京と松本の

学生がそれぞれの視点から松本の街づくりを考える機会として、毎年日本大学と松本大学の学生

が参加して行われます。今年は、日本大学から３０名が参加します。 

これまで、まちづくりや新しいお土産の企画や検討などを行い、カフェの開設、駅弁開発や日

本酒チョコレートなどの具体的な成果に結びつきました。東京の学生の視点と地元の学生の視点

を重ねることで毎年新しい発見があり、その後のゼミによるまちづくりの活動の糸口になってい

ます。 

本年度は昨年度に引き続き、特に企画の段階から両大学の学生が一緒になって考えるスタイル

をとり、4 つのプログラムに挑戦します。 

つきましてはご多忙のところ誠に恐縮ですが取材をよろしくお願い致します。 

敬具 

 

記 

 

日 時：２０１５年８月２６日～２８日 

場 所：松本大学・入山辺・上土商店街・田川地区 

内 容：松本を実際に歩いて、新しい魅力をみつけよう！ 

参加者：日本大学法学部高橋雅夫ゼミ 

松本大学増尾ゼミ・白戸ゼミ等 70 名程度 

※詳細は別紙を参照してください。 

以上 
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2015 年 合同ゼミナール 概要 

１ 目的 

日本大学と松本大学の学生が、大学を超えて、まちづくりについて、実際に地域に出かけ、地

域活性化について考えるとともに、若者の発想をまちづくりに活かす 

２ 日程 2015 年 8 月 26 日（水）～28 日（金） 

8 月 26 日   

14:00 開講式・日程説明 松本大学 514 教室 

14:30 プログラム別活動（準備作業等） 

8 月 27 日   

終日  プログラム別活動（地域での活動・まとめ・発表の準備） 

19:00 交流会 あげつち・ふれあいホール 会費 3000 円 

8 月 28 日 

10:00 成果発表・まとめ(12 時終了)  松本大学 514 教室 

３ 場所 松本大学・入山辺・上土商店街・田川地区 

４ 内容 

① プログラム１「駅西の街づくり」いばらん亭の新規メニューと戦略作りと景観づくり 

いばらん亭の新規メニュと戦略作り・駅西の景観を考える 緑を守る・増やす  

26 日 大学にて駅西と白戸ゼミとの関わり等の説明及び準備のワークショップ 

27 日 ２グループでワークショップ及び試食、昼食を兼ねメニュー作り・まとめ 

② プログラム２「買い物弱者支援事業」 

仕入れから販売まで引き売り体験 

26 日 引き売りについて経緯の説明と準備・検品等 

27 日 安曇野・山形村で摘み取り集荷・午後から準備・販売 

③ プログラム３「入山辺の地域づくりを考える」  

ブドウを活かす、水を活かす、景観を活かすをテーマにしたフィールドワーク・公民館で概要

説明を受けた後地域を歩き開発戦略を提案・ブドウ畑の視察・昼食は郷土食 

26 日 大学で事前準備 

27 日 入山辺を巡り地域づくりについて考える 

④ プログラム４「上土商店街のおみやげをつくる」 

外国人観光客が多い市街地で外国人や観光客に売れるお土産を提案・大正ロマンカレーを使

ったおやき及び食品以外の商品（衣料品・インテリア） 

26 日 大学で事前準備  

27 日 上土で調査・午後まとめ 

５ 参加者 

 日本大学法学部 高橋雅夫ゼミ 30 名 

 松本大学総合経営学部 増尾ゼミ 5 名 白戸・畑井ゼミ 25 名 その他 5 名 
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各プログラムの予定 

 

① プログラム１ 駅西の街づくり いばらん亭新規メニューと戦略作りと景観づくり 

日本大学と松本大学の学生が、大学を超えて、まちづくりについて実際に地域に出かけ地域

活性化について考えるとともに、若者の発想をまちづくりに活かす 

26 日 14:00  大学にて駅西地域と白戸ゼミとの関わり。今回の趣旨説明及び準備 

 簡単なワークショップ 

27 日 9:00 いばらん亭にて筒井さんより概要説明 

  ２つのグループに分かれてワークショップ 

  試食（昼食）をしながらメニュー作り 

 15:00  大学へ戻りまとめ 

② プログラム２ 買い物弱者支援事業 

白戸ゼミが取り組んでいるもったいないプロジェクトに日大生が参加し買い物支援や高齢者

の課題を把握するとともに、農業を体験して地域のあり方を考える 

 26 日 午前   島立へ仕入れ(松大生のみ) 

 午後 日本大学生との顔あわせ・事業の説明・野菜の検品 

 27 日 午前 フリー農園(山形村) ・フルーツランド(安曇野) 収穫・農作業 

  午後  市街地で昼食・検品後 16 時より渚での夕市・巾上・白板での引売り 

③ プログラム３ 入山辺の地域づくりを考える  

入山辺地区の問題点や困っていること、対策・解決法など若者の目線で考えるとともに、都

会の若者の観点と地元の若者の異なる観点から考える 

26 日 午後 準備 

27 日 午前  山辺パノラマラインからの眺望→ぶどう園見学・体験・圃場のかた 

  から話を聞く→三城・いこいのひろば桜清水でお昼 

 午後  河原で水辺体験（金華橋・舟付橋周辺）発電所など→山城址・文化 

  財めぐり（海岸寺）→戻って公民館でまとめ 地域の方へ発表 

④ プログラム４ 上土商店街のおみやげをつくる 

上土商店街をモチーフにした観光客向けの商品の開発を行い、上土商店街内での新たなお店

との連携を始める 

26 日 午後 上土のお店を調査しながら歩きお店を訪問し、商品の希望などを聞 

27 日午前：前日に聞き込みしたお店の意見をもとに商品の案をまとめる 

    午後：活動のまとめと反省 

 大正ロマンカレーおやきについては皮と具の相性や販売戦略などについてワークショッ

プを行なう 
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参加者数 

 

① プログラム１ 8 名 

高橋 4 名 増尾 1 名 白戸 3 年 2 名  4 年 1 名  

② プログラム２ 10 名  

高橋 4 名 増尾 1 名 白戸 3 年 2 名  4 年 3 名  

③ プログラム３ 21 名  

高橋 13 名 増尾 1 名 白戸 3 年 4 名 4 年 2 名  向井先生 

④ プログラム４ 16 名 

高橋 8 名 増尾 1 名 白戸 3 年 6 名 4 年 2 名  

 

バス移動 

 

26 日 13:00 松本駅アルプス口→大学  29 名 ピックアップ 

 14:30 大学→上土    18 名 フィールドワーク 

 16:30 大学→よろづや   21 名 日大生 

  

27 日 8:00 大学→アルプス口  20 名 松大生 

8:30 アルプス口→入山辺  20 名  マイクロ 終日入山辺 

8:30 アルプス口→山形・安曇野 9 名  中型 

11:00 安曇野→山形→アルプス口 9 名  中型 

 17:00 入山辺→ホテル   20 名 マイクロ 

  

28 日 9:30 東急イン→大学   30 名 

 

 

 


